
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
利
便
の
向
上
及
び
保
護
を
図
る
た
め
の
金
融
商
品
の
販
売
等
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

参
議
院
財
政
金
融
委
員
会 

令

和

二

年

六

月

四

日 

 

政
府
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。 

 一 

本
法
律
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
通
信
技
術
の
発
展
や
多
種
多
様
な
利
用
者
ニ
ー
ズ
な
ど
金
融
を
取
り
巻
く
環
境
が

今
後
も
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
、
法
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
加
え
、
適
時
適
切
な
見
直
し
を
行

う
こ
と
。
そ
の
際
、
利
用
者
の
保
護
を
十
分
に
図
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
金
融
機
能
の
安
定
と
市
場
の
公
正
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。 

 

二 

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
の
取
扱
い
可
能
な
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
金
融
商
品
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
な
ど
の

利
便
性
と
顧
客
が
負
う
リ
ス
ク
の
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
に
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
。
そ
の
際
、
当
初
は
日
常
生
活
に
定
着
し
て

い
る
な
ど
高
度
な
説
明
を
要
せ
ず
、
顧
客
に
分
か
り
や
す
い
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
限
定
し
、
国
民
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

及
び
技
術
進
展
な
ど
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
検
討
を
加
え
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

三 

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
の
賠
償
資
力
と
な
る
保
証
金
の
額
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
よ

る
利
用
者
の
利
便
の
向
上
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
顧
客
等
の
保
護
の
観
点
に
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

 

四 

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
に
お
け
る
手
数
料
等
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
競
争
が
働
く
よ
う
積
極
的
な
開
示
を
促
す
と
と
も

に
、
利
用
者
が
仲
介
業
者
の
中
立
性
を
適
切
に
判
断
で
き
る
よ
う
、
金
融
機
関
と
の
委
託
関
係
・
資
本
関
係
の
有
無
な
ど
の



情
報
開
示
に
努
め
、
利
用
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 

五 
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
務
に
係
る
重
要
な
事
項
の
顧
客
に
対
す
る
説
明
に
つ
い
て
は
、
対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の
い
ず
れ

に
よ
る
仲
介
に
お
い
て
も
、
顧
客
が
十
分
に
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
利
用
者
保
護

の
観
点
か
ら
適
切
に
指
導
・
監
督
す
る
こ
と
。 

 

六 

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
務
に
お
い
て
は
、
対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の
い
ず
れ
に
よ
る
場
合
に
も
、
適
合
性
原
則
の
遵
守
及

び
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
の
徹
底
に
よ
り
、
顧
客
の
意
向
が
十
分
に
満
た
さ
れ
、
顧
客
が
想
定
外
の
損
失
を
被
る
こ
と
が
な

い
よ
う
適
切
な
指
導
・
監
督
を
行
う
こ
と
。 

 

七 

顧
客
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
務
を
通
じ
て
取
得
す
る
顧
客
情
報
が
広
範
に
わ
た
る
こ
と
も

踏
ま
え
、
仲
介
業
者
の
情
報
管
理
体
制
に
対
す
る
適
切
な
指
導
・
監
督
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
顧
客
情
報
の
第
三
者
へ
の
提

供
の
際
に
必
要
と
さ
れ
る
本
人
の
同
意
に
つ
い
て
は
、
顧
客
が
そ
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
、
顧
客
の
真
意
が
適
切
に
反
映

さ
れ
る
よ
う
指
導
・
監
督
を
行
う
こ
と
。 

 

八 

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
が
取
り
扱
う
業
務
に
対
し
て
は
、
顧
客
保
護
等
に
関
す
る
現
行
の
業
法
規
制
を
準
用
し
、
既
存
の

金
融
業
及
び
金
融
仲
介
業
と
の
間
に
お
け
る
同
等
の
扱
い
を
確
立
す
る
こ
と
。 

 

九 

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
に
対
す
る
適
切
な
規
制
体
系
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
、
法
令
に
基
づ
く
規
制
と
柔
軟
か
つ
機
動
的

な
対
応
を
行
い
得
る
自
主
規
制
と
の
連
携
を
十
分
に
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
そ
の
際
、
今
後
設
立
さ
れ
る
自
主
規
制
機
関

へ
の
加
入
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。 

 



十 

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
の
利
用
に
よ
り
発
生
し
た
紛
争
の
迅
速
・
簡
便
・
柔
軟
な
解
決
に
向
け
、
現
行
制
度
と
比
べ
て
利

用
者
保
護
に
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
自
主
規
制
機
関
や
指
定
紛
争
解
決
機
関
に
よ
る
解
決
制
度
の
今
後
の
周
知

徹
底
及
び
事
例
の
公
表
に
努
め
る
こ
と
。 

 

十
一 

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
実
店
舗
に
お
け
る
対
面
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
の
間
の
競
争
や
両

者
の
特
性
の
違
い
を
い
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
し
、
既
存
の
業
態
の
店
舗
網
や
雇
用
が
過

度
に
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
。 

 

十
二 

収
納
代
行
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
し
て
そ
の
実
態
把
握
に
努
め
、
利
用
者
保
護
の
観
点
か
ら
制
度
整
備
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
為
替
取
引
と
し
て
規
制
さ
れ
る
対
象
範
囲
の
明
確
化
を
図
り
、
事
業
者

の
予
見
可
能
性
を
高
め
る
よ
う
配
意
す
る
と
と
も
に
、
為
替
取
引
に
該
当
す
る
と
き
に
は
、
資
金
移
動
業
の
登
録
が
必
要
と

な
る
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
。 

 

十
三 

前
払
式
支
払
手
段
発
行
者
に
対
す
る
利
用
者
の
保
護
等
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

実
態
や
利
用
状
況
を
把
握
し
て
、
利
用
者
保
護
が
十
分
に
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
自
主
規
制
ル
ー
ル
の
策
定
状

況
を
十
分
に
踏
ま
え
つ
つ
、
適
切
な
指
導
・
監
督
を
行
う
こ
と
。 

 

十
四 

第
一
種
資
金
移
動
業
に
つ
い
て
は
、
送
金
上
限
額
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ

及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
規
制
の
遵
守
態
勢
の
確
立
に
向
け
た
実
効
的
な
指
導
・
監
督
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
。 

ま
た
、
第
三
種
資
金
移
動
業
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
と
利
用
者
保
護
を
考
慮
し
た
送
金
上
限
額
を
設
定
す
る
と

と
も
に
、
利
用
者
資
金
を
自
己
の
財
産
と
分
別
し
た
預
貯
金
等
で
管
理
す
る
資
金
移
動
業
者
に
対
し
て
は
、
業
者
の
破
綻
時

の
利
用
者
保
護
を
踏
ま
え
た
必
要
な
対
策
・
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 



 
十
五 

送
金
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
資
金
の
保
全
に
係
る
タ
イ
ム
ラ
グ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
保
全
方
法
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
運
用
状
況
を
踏
ま
え
て
利
用
者
保
護
及
び
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
確
保
の
観
点
か
ら
更
な
る
検
討
を
進

め
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
送
金
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
た
め
、
取
扱
送
金
額
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
応
じ
た
最
適
な

方
法
を
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
手
続
の
電
子
化
・
効
率
化
な
ど
、
事
業
者
の
負
担
軽
減
に
も
十
分
配
慮
す
る

こ
と
。 

 

十
六 

本
法
律
の
施
行
に
関
し
措
置
し
た
政
令
等
や
本
法
律
施
行
後
の
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
国
会
に
対
し
て
十
分
説
明
す
る

こ
と
。 

 

十
七 

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様
化
を
踏
ま
え
、
金
融
機
関
等
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
を
図
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
等
に
つ
い
て
、
そ
の
開
発
・
導
入
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

十
八 

少
額
与
信
を
伴
う
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
に
よ
り
多
重
債
務
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
、
そ
の
実
態
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
過
剰
与
信
の
制
度
的
な
防
止
の
観
点
か
ら
、
貸
金
業
法
等
の
関
係
法
制
の
厳
正
な
運
用
を
図
り
、
適
切
な
指

導
・
監
督
を
行
う
こ
と
。 

 

十
九 

実
効
性
の
あ
る
金
融
検
査
・
監
督
の
実
施
に
向
け
て
、
地
域
に
お
い
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
等
の
検
査
及
び
監
督

を
主
に
担
当
す
る
財
務
局
も
含
め
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
と
職
員
の
専
門
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
な
定
員
の
確

保
及
び
機
構
の
体
制
整
備
に
努
め
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


